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【概要】 
 １ 背景とねらい 

「雪いわて」は本県育成のりんご品種で、11 月中旬頃収穫 
の着色良好な赤色品種です（図１）。 
甘みが強く食味良好で日持ち性に優れた品種ですが、早採 

りすると食味が劣ることや、貯蔵期間（販売時期）に応じた収 
穫期が不明だったため、その目安を検討しました。 

 
２ 成果の概要 

   販売時期に応じた収穫適期の目安は以下のとおりとします。 

販売時期 満開後日数 糖度 ヨード反応指数※１ 
収穫直後～ 

翌年１月頃まで 
190～200 日 

（11 月中下旬） 
15°Brix 以上 3.5 

翌年１月頃～ 
３月頃まで 

180～190 日 
（11 月上中旬） 

14°Brix 以上 4.0 

 ※１ ヨード反応指数は０（無）～５（多）で評価 
 
 ３ 留意事項 
  ⑴ 11 月下旬以降、樹上凍結の恐れがある地域は遅採りにならないよう注意しましょ 

う。 
  ⑵ みつ入り果は長期貯蔵すると、みつ褐変する恐れがあるので注意しましょう。 
 
【試験データ等】 

  

 
図２ 各収穫時期の果実品質と食味の推移（４℃で冷蔵貯蔵、令和３～６年） 

※ 食味は１（不良）～５（良）で評価し、3.0（図中赤線）以上を販売可能と判断した。 
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図１「雪いわて」の外観 

摘要：満開後 180日収穫は、収穫直後はデンプ
ンが残り食味が劣るが４か月後程度まで
販売可能。満開後 190日収穫は、収穫直
後～４か月後程度まで販売可能。満開後
200 日収穫は、収穫直後の食味が優れる
が、販売可能期間は２か月後程度まで。 


